
 

高崎経済大学地域科学研究所 第８回地元学講座 

「高崎五万石騒動」については、これまで多くの研究が成されています。しかし、そのほ

とんどは、騒動勃発の主要因とされる高崎藩の税の問題や、惣代たちの勇敢な言動を追う事

に重心が置かれがちです。一方で、嘆願書や農民たちの行動を分析すると、彼らの知的水準

の高さと、広い人的交流、それを支えた経済活動が読み取れます。 

今回、騒動に関わった幕末維新期の農民たちの素顔を、現在に残されている石碑を通じて

紹介します。 

講師：和田 健一 氏 
（群馬県地域文化研究協議会 常任委員） 

 

日時：令和元年１１月２５日（月） 

1４時３0 分～1６時０0 分 

場所：高崎経済大学図書館ホール 
＊入場無料・事前予約不要 

《講師プロフィール》 和田 健一（わだ けんいち） 

昭和４２年（1967）藤岡市出身。群馬県地域文化研究協議会常任委員。 

落合延孝（近世史）に師事、群馬大学大学院社会情報学研究科修了（優秀賞受賞）。 

平成２６年（2014）第２２回石川薫記念群馬地域文化賞奨励賞受賞。 

群馬大学大学院日本文化研究室協力研究員ほか、群馬歴史民俗研究会、地方史研究協議会、関東

近世史研究会、俳文学会東京研究例会等に所属。 

 

論文 

「近世庶民教育と筆子塚～高崎五万石騒動の文化的背景」『群馬文化第 315 号』 

「『義民の冤罪』と『五萬石騒動』の再検討」『群馬歴史民俗 38号』 

「高崎五万石騒動における嘆願書の検討」『群馬文化第 333 号』 

報告書 

 『群馬の歴史文化遺産近世調査報告書』（寺子屋）群馬県 

 ほか多数 

高崎五万石騒動 

－石碑から見た農民たちの素顔－ 

≪お問合せ先≫ 高崎経済大学地域科学研究所 

         （事務局 研究グループ研究支援チーム） 

電話：027-344-6267 

E-mail：chiikikagaku@tcue.ac.jp 

 


